
レジリエンスと復興
ウクライナ危機
3年の活動報告

ダニロさん*（7歳）と家族は3年前、
故郷であるザポリージャ地域が戦闘の
最前線から10キロ以内であったことから
避難を余儀なくされました。

2025年2月



カテリーナさん*（5歳）、
ウクライナのドニプロにある
損壊した家に隣接する遊び場にて。
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皆さまのご支援によりウクライナ
および周辺国において180万人以上の
子どもを含む460万人以上の人々に
支援を届けることができました
3年前にウクライナで紛争が始まって以来、私たちはコミュニティ
や現地パートナーと協働し、緊急支援、そして復興支援に取り組
んできました。
皆さまのご支援により、緊急支援を実施することができたほか、
子どもたちがもう一度教育を受けるための支援や、保健サービ
スの利用や家族の生計回復など長期的な復興支援を拡大する
こともできました。 

また、近隣のポーランド、リトアニア、ルーマニアなどの国々に避
難した子どもたちの支援も行っています。
ウクライナなどの国への人道支援のための資金拠出は、日ごと
に不確実性を増していますが、紛争に巻き込まれた子どもたち
と家族が私たちを必要としている限り、私たちは確固たる決意
を持って支援を継続していきます。

皆さまのご支援



安全な水の提供、
衛生支援

約150万人の子どもを含む
380万人以上を支援
セーブ・ザ・チルドレンは約350人のスタッフと25の現地パー
トナーとともに、紛争下で被災した家族を支援してきました。
2024年の活動を、一部紹介します。

●北東部の国境付近でより多くの支援を届けるため、スーミ地
域に新事務所を開設

●戦闘により被災した家族に72時間以内に現金支援を実施

●インターネットアクセスとデバイスを備えた87のデジタル・
ラーニング・センターの運営と、子どもたちの学習継続のた
めの補習授業を開始

●アート、遊び、活動を通じて、子どもたちの精神的・心理的な
健康（ウェルビーイング）を継続的に支援

●少額のビジネス助成金を通じ、家族の生計回復を支援

ウクライナでの支援活動

32万2,969人 4万6,922人

47万2,248人 41万5,345人

2万5,082人 34万9,637人

260万人 25団体

教育支援 保健・
医療サービスの提供

食糧・生計支援
（現金支援含む）

避難場所の提供・
生活必需品支援

栄養支援 こころのケアと
子どもの保護

ウクライナの家族を
支援するパートナー団体
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オレクサンドルさんのような
子どもたちに支援を届ける
デジタル・ラーニング・センターの取り組み
オレクサンドルさん*（15歳）とその家族はウクライナ南部ミコラ
イウ地域の出身です。本格的な紛争が勃発し、自分たちの町が占
領されたとき、リビングルームに作ったその場しのぎの避難場所
で何ヶ月も暮らしました。
セーブ・ザ・チルドレンは、子どもたちが学習、遊び、こころのケ
アのサポートを受けられるように、デジタル・ラーニング・センタ
ーを設置しました。オレクサンドルさんは、次のように言います。
「最初は、紛争が始まってから誰ともコミュニケーションをとって
いなかったため、とまどいました。しかし、セーブ・ザ・チルドレン
を訪ねてみると、お互いに少しずつオープンになりました。」   
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紛争から3年たち、子どもたちの親は、絶え間ない空襲警報に
加えて、学校や幼稚園に通えないことが子どもたちの心と行動
に与える影響を心配しています。
私たちのデジタル・ラーニング・センターでは、子どもたち同士
で遊んで交流したり、コミュニケーションスキルを学ぶことがで
き、何よりも子どもたちの自信や回復力を築くことにつながって
います。

オレクサンドルさん*はウクライナでの紛争により、勉強したり、人々とつながりを保つことが困難になったと言います。



現地パートナーの活動
私たちが行うすべての人道支援においてパートナーシップは重
要な役割を果たしています。私たちの現地パートナーの多くは、
紛争の影響を受けたコミュニティで発足し、地域の貴重な知識

を有し、コミュニティの人々が直面している課題について深く理
解しています。このような連携により、国内全域で、前線地域の
ニーズにあわせ、  効果的な支援を届けられています。

スーミ地域に拠点を置くこの女性の権利団体は、女性や子ど
もたちの支援とエンパワーメントを行うコミュニティの構築に
従事しています。
2024年には、この危機的な状況に子どもたちが対処し、回
復力を築くために、安全な居場所、こころのケア、ライフスキル
トレーニングを提供しました。    

戦闘の最前線であるヘルソンにいる多くの子どもたちにと
って、学校に通うのは危険すぎるとともに、インターネット
アクセスが不十分なため、オンライン学習も難しい状況です。
この団体は、ヘルソンの子どもたちが交流し、紛争によるスト
レスを緩和するために、移動式こどもひろばを運営していま
す。一部の地域では、子どもたちが必要なこころのケアを受
けることができる唯一の場所となりました。

THE LEAGUE OF 
MODERN WOMEN

THE BILOZERKA REGIONAL 
DEVELOPMENT CENTER

Avalyst • Bilozerka Centre For Regional Development • Civic Initiatives • Danish 
Refugee Council • Donetsk Regional Organisation of All-Ukrainian Organisation 

Union of Persons with Disabilities of Ukraine • Ednannia • GLOBA22 • Hopes and 
Homes • Istok • League Of Modern Women • New Dawn • Pectoral • Poruch

• Posmishka UA • Right to Family • Right to Protection • Slavic Heart • 
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Station «Kharkiv» • Teach For Ukraine • The Tenth of April • Ukrainian Association 
of Business Support Centers (UABSC) • Ukrainian Child Rights Network • Ukrainian 

Deminers Association • Ukrainian Red Cross Society in Mykolaiv

現地パートナー団体



アンジェラさん*（8歳）は、ポーランドのウッチにある
セーブ・ザ・チルドレンのデジタル・ラーニング・センターで
コンピューターを使って遊んでいます。

12万5,000人以上
の子どもを含む
42万人以上を支援

ポーランドでの支援活動

ウクライナからポーランドに逃れた難民は約98万5,000人
で、そのうち37%が子ども、60%が女性・女の子です。
2022年までセーブ・ザ・チルドレンはポーランドで活動し
ていませんでしたが、紛争発生後、即座にチームを派遣し、ウ
クライナの家族を支援するために現地パートナーと協力し、
活動を行ってきました。
私たちは、Fundacja Ukraina、Empowering Children
Foundation、Polish Migration Forumを含む15の
地域・国の組織、および国連組織と緊密に協力しています。 
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活動のハイライト

13万2,928人
ポーランド語教室やサマースクールを開催し、ウ
クライナの子どもたちが現地に溶け込み、学習の
遅れを取り戻せるよう教育支援を届けました。

28万5,778人
子どもの保護とこころのケアを実施しました。こ
れには、アートを通したプログラムの実施や、児
童養護施設で暮らす子どもなど特に脆弱な子ど
もたちを暴力から守るための個別支援なども含
まれます。

8,157人
経済的に困難な状況にある家族が子どもたちの
ために家賃やその他の必需品を買う余裕ができ
るよう、現金支援を実施しました。



18万4,600人以上
の子どもを含む
36万7,100人以上
を支援

ルーマニアでの支援活動

ルーマニアは、ウクライナでの紛争から逃れる家族にとって、
重要な通過国となっています。2022年2月から2024年12
月末までに680万人以上の人々がルーマニアに入国し、うち
17万5,400人以上はルーマニアに残り、暮らしています。
セーブ・ザ・チルドレンは1990年からルーマニアで活動し
てきたため、ウクライナでの紛争が激化したときにも、国境を
越えて避難する人たちへの必需品の提供や支援をすぐに実
施できました。

活動のハイライト

2万6,100人以上
の子どもを含む
3万500人以上
を支援

リトアニアでの支援活動

ウクライナから約9万2,000人の難民がリトアニアへ避難して
います。リトアニア全域にわたる家族支援コーディネーターの
ネットワークや、こころのケア、子どもの保護の専門家と協力
して、ウクライナ難民を支援しています。
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活動のハイライト

2万3,117人
の子どもを支援
国内全域にわたる家族支援コーディネーターの
ネットワークを通じた支援を提供しました。これに
は、関連機関への付託支援や、生活必需品の提
供などを含みます。

6,345人
の子どもを支援
アートの活動を通じて、子どもたちの家庭での
精神的・心理的な健康（ウェルビーイング）を支
援するなど、こころのケアを提供しました。

3,230人
生活必需品を購入できるように現金支援を実
施しました。新たにリトアニアに到着した子ども
のいる家族、妊婦、ひとり親の家族を優先して
支援を提供しました。  

33万2,800人
子どもの保護とこころのケアを実施しました。私た
ちは8つのカウンセリングハブを運営し、避難した
家族が、地域のサービスや保育など、子どもに関
する専門家のサポートを受けることができるよう
支援しています。  

4,841人
の子どもを支援
子どもたちへの教育支援を行いました。また、サ
ポートセンター、モバイルチーム、パートナー校と
協力して、ルーマニア語のクラス、サマーキャン
プ、課外活動も実施しました。

2万9,363人
生活必需品購入のための現金支援を実施しま
した。



ウクライナの紛争により、ソフィアさん*（13歳）と
母親ナタリアさん*（44歳）は家を追われました。
セーブ・ザ・チルドレンは、家族ができるだけ早く
生活を立て直せるよう現金支援を行いました。
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今年度の活動計画

ウクライナ
2025年には、児童養護施設で暮らす子どもたちに
対する子どもの保護分野の支援に優先的に取り組み
ます。この中には、家族の離散防止、子どもたちの健
康と発達支援、介護・福祉制度の改革推進などが含
まれます。  
特にウクライナ東部ではまだ戦闘が続いていますが、
子どもたちの学習支援や、家族への現金支援とここ
ろのケアも継続します。また、長期的な復興支援も可
能な限り実施します。政府やその他機関による資金
が減少傾向にある中、この紛争に巻き込まれた子ど
もたちや家族を支援し続けるためにも、皆さま から
の支援が必要です 。   

2025年には、ウクライナで65万人に支援
を届けることを目指します。 

周辺国
ポーランド、ルーマニア、リトアニアでは、ウクライナ
難民と脆弱な状況に置かれたホストコミュニティの
両方を支援します。
2025年には、基本的サービスへのアクセスを確保
し、ウクライナ難民が避難先で生活を安定させられる
ような支援を提供することで、ウクライナ難民とホス
トコミュニティ双方の長期的なウェルビーイングの促
進に焦点を当てます。また、子どもたちのこころのケ
ア、ウェルビーイングの向上、教育支援も引き続き実
施していきます。

2025年には、ポーランド、ルーマニア、
リトアニアで19万3,790人に支援を届け
ることを目指します。



アルテムさん*(6歳)はウクライナ紛争のため、
ハルキウで地下にある学校に通っています。

ご支援ありがとうございます
皆さまのご支援により、セーブ・ザ・チルドレンとパートナー団体は、ウクライナおよび周辺国で、過去3年間、子どもたちに支援を届けることがで
きました。皆さまのご支援は、今もウクライナ危機の影響を受け、最も支援を必要としている子どもたちやその家族の生活の希望となっています。

この紛争に巻き込まれた子どもたちや家族への支援を継続するため、引き続きご支援をお願いいたします。    

セーブ・ザ・チルドレン発行　2025年2月
レポート写真提供：セーブ・ザ・チルドレン

　　　　　　　　　　　　　　　　＊プライバシー保護のため名前は変更されています
注：ウクライナの一部の裨益者数には年をまたがった重複が計上される場合があります

■セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンへのご寄付は、税の控除を受けることができます。
■法人の皆さまからのご寄付のご相談は下記までお問い合わせください。
japan.corporatepartner@savethechildren.orgクレジットカードからの寄付

パソコン
スマートフォン

パソコン
スマートフォンから
ご寄付いただけます。

いのち・みらい貯金箱

いのち・みらい貯金箱 検索

https://bit.ly/3QMK5VM



